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飼料用米利用の現状と問題点

山形大学農学部　吉田　宣夫

１．今年度の飼料用米生産・利用

　平成 26 年度の飼料用米作付面積 33,726ha は前年比 155％と増加したものの、平成

24 年度を下回っている。数量払い移行への対応、専用品種の種子不足、トウモロコ

シ価格の底値傾向などいくつかの要因があげられる。今後の課題となる耕畜間のマッ

チング、利用技術の普及などを考える。

２．地産地消を軸に

　飼料用米利用を加工形態から見ると２つの類型がある。１つは飼料工場で配合飼

料に組み入れる類型、２つは地域で生産加工・利用してブランド化を行う類型である。

今回は後者を推進するうえでマッチング主体 ( 技術普及、研究、行政 ) に求められ

る視点を整理する。

３．マッチングのポイント

　稲作ならびに畜産経営はいずれも厳しい経営状態にあり、地域農業の長期的なグ

ランドデザインを描くことが大切である。畜産経営のファクトデータを見ると経営

規模は拡大し、技術力、経営力が高まっているが、すべての経営者との対話が欠か

せない。

　飼料用米技術と言っても、従来の栽培および飼養に関する基礎技術のうえに成立

するものである。体系化された技術の受け渡しを丁寧かつ Face to Face で行うこと

が大切である。さらにブランド化のための技術情報、コラボレーション、情報発信

にまで関わることが求められる。農業支援の組織状況は厳しいがマッチングを行う

主体個々の育成によって組織の守備範囲を広げることが大切である。

　東北地域の少子・高齢化は深刻であり、稲作・畜産を核とした地域振興のキー作

物が飼料用米であることに間違いはない。飼料用米技術はこれまでの農業技術の大

転換であり、年月を要しかつ課題も多いが一定のスピード感が必要である。

問い合わせ先： 山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター

 TEL：0235-24-9981　　FAX：0235-24-2270
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生産・利用が急増しなかった要因 2

    

  

 

 → JA

 
 →  
 →  

 

  試算   飼料用米の生産・利用を把握する 
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90万ha目標をベースとした飼料用米の充足率  ３ 
%

家畜１頭羽当たりの飼料用米供給量は滋賀県，山形県が50%超である。 
 籾米サイレージ（SGS）によるブランドが開始，今後の伸びが期待される。

東北・九州地域の県別飼料用米必要面積と水田面積 ４
ha
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飼料用米の加工形態と組織連携ループ 

 SGS

 

: : : : : :

TMR

５

  ※ 地産地消ループは飼料工場ループより低コスト化が可能で取り組み易い。 
  ※ 飼料工場ループは企業型畜産など飼料配合・調達の大規模化に適している。 
  ※ ２つの融合型もあるため，地域に適したグランドデザインが大切です。 

６  飼料工業会の飼料用米に関する声明 2014.5.23  
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７ 全国農業協同組合中央会の飼料用米目標 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成26年11月 
◯ 少子高齢化の進展や食生活の多様化などを背景として， 
　主食用米の需要は全国で年間８万トンずつ減少している。 
◯ 水田を水田として最大限活用し，生産者の所得確保，農業 
　・農村もつ多面的機能の維持・発揮，食料自給率・自給力 
　の向上をはかるためには飼料用米をはじめとした非主食用 
　米の生産拡大に取り組む必要がある。 

◯ 特に大きな需要が見込める飼料用米の取り組みが今後の鍵 
　となる。 

◯ＪＡグループでは，27年産で60万トンの生産振興目標を 
　設定し，飼料用米の生産拡大に取り組むこととしている。 

 

 

畜産経営ファクトデータと技術者の対応 

酪　農
19,400 47.6 1 8,198kg 

  

肉用牛 
 57,500 11.7 123.2

 

養　豚 
5,600 1,739  85.5%  

PED  

ブロイラー 
2,420 54,400
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10 68.8%  

８ 
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マッチング主体は何をなすべきなのか？ ９ 

JA

  飼料調達とは本来，大変な作業である 

● 自給粗飼料は自己完結で行ってきた 
　酪農および肉用牛経営 ►► 耕畜連携，コントラクター 

● 飼料穀物の調達は経験したことがない          
   すべての畜産経営 ►► 耕畜連携＋α 

● その加工はほとんど経験していない  
   ►► 自前でやるか？　飼料会社に委ねるか？ 

● 上手にやればメリットを出せる機会 

10 
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 　 取り組みにあたって必要な視点 

● 畜産と稲作経営双方にメリットがでること 

● 畜産経営の飼料問題解決のチャンスである 

● 地域コンプレックスを構築していくこと 
         （畜産クラスター） 

● そのための支援態勢を作っていくこと 

● 飼料用米の生産・利用技術は進展している 

11

 　  飼料用イネに係る畜産クラスター 12
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飼料用米の生産・利用技術と言っても --- 13
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ブランド名を使用するための基準  14

 2009
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    牛肉・豚肉を評価する判断基準（バイヤー編）  15

 20092009

    牛肉・豚肉を評価する判断基準（消費者編）  16

 2009
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     少し辛口ですが「本物の銘柄豚」とは  17

2011 9

  各地の飼料用米を給与した玉子ブランド名称（2011）   18

: JA
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稲WCS，飼料用米，エコフィードによるブランド化 19 

: 

1)  WCS 173ha  1457ha
2)  100

:
1)
2) 12

飼料用米生産・利用事例とコンセプト 20 

2014.9
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 秋田県・由利本荘市の飼料用米の取り組み 21
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 山形県真室川町の農業概要と畜産業 

H23

22
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 H24.2.1
40 469 H20 11 141
  4   96 H20   16  
  6 275 H20  1  40

 

BSE, 

山形県真室川町の畜産業と取り組み 23

  
 

72.8ha, WCS 12.5ha 104ha  
200ha 115.8ha 

SGS

TMR

 TMR  

 

24 山形県真室川町の畜産業と飼料用米の取り組み 
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   山形県最上家畜市場における子牛平均価格の年次変動 

/ /

25 山形県真室川町の畜産業と飼料用米の取り組み 

山形県真室川町の2040年将来推計人口  

2013

100

100

46.4

100

44.2

71.7

54.4

100

26
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畜産的水田利用は地域を救えるかも知れない 

  まとめ   地域農業からの取り組み事例は 

ありがとうございました。 

－2/15－
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飼料用米生産と利用についての事例紹介

山形県農林水産部畜産振興課　高尾　槙一

　山形県では全国に先駆けて飼料用米の取組みが開始されており、地域内の生産者、

利用者、関係者が結びついて取組みを拡大してきた。今般の米政策等の見直しや米

価下落等により、今後全国的な飼料用米の生産拡大が見込まれており、継続的な取

組みとなるよう各地域の創意工夫が期待される。本講演では、山形県における飼料

用米の生産・利用について取組事例を紹介する。

問い合わせ先： 山形県農林水産部畜産振興課

 TEL：023-630-2435　　FAX：023-630-3257
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飼料米の取り組みついて

有限会社一関ミート　石川　聖浩

１．飼料米取り組みの経緯について

　弊社では平成 22 年より国産自給飼料の確保など飼料米の導入に向け具体的に関係

機関などと検討してまいりました。翌 23 年には岩手県平泉町の農事組合法人に飼料

米の生産を委託し、翌 24 年より弊社農場部（石川ファーム）の肥育豚に飼料用米を

加えた自家配合飼料を給与しております。岩手県一関地域では 24 年３月に「一関地

方飼料用米等生産利用研究会」が設立され、飼料用米の生産・利用拡大に取り組ん

でおります。

２．取り組み概要について

　飼料米の生産事業は平泉町の農事組合法人をはじめとする一関地方の米生産農家

で年間約 80 ｔ生産され集荷、調整、保管はＪＡが行い、養豚事業は弊社農場部（石

川ファーム）が肉豚を年間約 1,600 頭出荷しております。食肉加工事業を担う弊社

ではそのうち年間約 600 頭をハムソーセージに加工しております。農場部では飼料

を自家配合で給与しており、ＪＡより入荷した玄米を農場内の破砕機で砕きトウモ

ロコシの代替で 15％を全肥育豚に給与しております。

３．商品開発と今後の課題

　飼料米を給与した豚肉を「黄金こめ豚」と名付けその後の販売展開に利用してお

ります。「黄金こめ豚」とはユネスコ世界文化遺産に登録された平泉の黄金文化にち

なみ命名し、脂身のうま味と口溶けの良さが特徴の豚肉です。その「黄金こめ豚」

を原料に弊社ではドイツで修行した「ドイツ食肉加工マイスター」の本格的な技術

で 40 種類あまりのハムソーセージを製造販売しております。また豚肉のうま味をそ

のまま閉じ込めたレトルトカレー「黄金こめ豚カレー」を委託製造しております。

なお、「黄金こめ豚」のマークについては平成 25 年９月商標登録し今後の商品開発

に活用していく予定です。今後の課題としてさらに、豚肉の味と品質の検証を行い、

マイスターによる製品開発、特にプレミア感を出した高付加価値化を図っていきた

いと考えております。

問い合わせ先：有限会社　一関ミート　代表取締役　石川　聖浩

 TEL：0191-24-2687　　FAX：0191-24-2634
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多収性専用品種を用いた飼料用米生産の取り組み

農研機構東北農業研究センター　　福嶌　　陽

ファーマーズクラブ赤とんぼ　　　浅野　厚司

　一関市北部農業技術開発センター　石川　　洋

１．山形県置賜地区の取り組み

　置賜地区の平成 26 年度の飼料用米作付面積は 80ha、うち多収性専用品種の作付面

積は 36ha である。当初、専用品種の「べこあおば」は、多収であるが、出芽不良と

なる場合があった。原因の解明に取り組み、浸種温度を高めることによって、健全

な苗作りが可能となった。

２．岩手県一関市大東地区の取り組み

　大東地区においては、平成 20 年から東北農研育成の飼料用米系統の現地試験を開

始した。その結果、「いだいだわら」は、多収性が実証され、平成 25 年に品種登録

出願された。平成 26 年度の飼料用米作付面積は 83ha であり、その中で「いだいだ

わら」は 30ha である。

３．多収性専用品種を用いた多収現地実証試験

　稈が長い「いだいだわら」、稈が中程度の「ふくひびき」、稈が短い「奥羽 418 号」

を用いて、３カ所で現地実証試験を実施した。粗玄米重の最大値は、置賜地区では「ふ

くひびき」の 811kg/10a、岩手県北上市では「いわいだわら」の 674kg/10a、大東地

区では「いわいだわら」の 673kg/10a であった。「奥羽 418 号」は、試験場では多収

であるが、現場での収量は他品種に劣った。今後は、各地域の環境条件に応じた品

種と施肥管理の組み合わせを明らかにしていく必要がある。

４．耕畜連携に向けた新たな展開

　これまでの水稲栽培は、食用を前提としてきたが、今後は、畜産側の要望に答え

ることが求められる。多収性専用品種を用いた直播栽培などの低コスト多収栽培に

加え、玄米タンパク質含量の制御、玄米の機能性強化などの展開が期待される。

問い合わせ先： 農研機構東北農業研究センター水田作研究領域　稲育種担当

 TEL：0187-66-2773　　FAX：0187-66-2362
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牛肉の食味向上効果を有する飼料米の加工と給与状況

山形県農業総合研究センター畜産試験場　庄司　則章

株式会社野川ファーム　　　　　　　　　森岡　勢一

１．牛肉の食味に関する研究

　近年、黒毛和種牛肉の食味への関心が高まっており、食味に関与すると考えられ

る「オレイン酸」を指標とする産地形成の取り組みが広がりつつある。山形県では、

牛肉の脂肪の質に関与する脂肪酸組成を重視し、遺伝的要因や肥育技術等の環境要

因に関する研究を行ってきた。

２．不飽和度の肥育技術に影響する要因

　脂肪酸組成のうち、不飽和度（不飽和脂肪酸割合÷飽和脂肪酸割合）に注目し、

山形県内の生産者の不飽和度に関する肥育技術を数値化した。次いで、生産者の不

飽和度の技術の差の要因を明らかにするため、肥育後期の給与飼料との関連を調査

した。その結果、不飽和度の技術と濃厚飼料中の粗脂肪割合および NFC 割合との関

連性が示唆され、粗脂肪が少なく NFC の多い飼料米に注目した。

３．飼料米の加工と給与状況

　粉砕した飼料米の給与試験の文献を調査したところ、不飽和度の向上効果は不明

瞭であった。生産現場の経験則から、飼料米の加熱処理が不飽和度の向上に効果的

ではないかと考えられたため、籾米をプレスパンダーで破砕して発酵させた膨軟化

籾米と、玄米を長時間蒸煮して加水・発酵させた膨潤米を試作し、その給与効果を

検証した。その結果、膨潤米を給与することにより、筋肉内脂肪の不飽和度の向上

が確認された。膨潤米の効果的な給与方法については未だ不明な点が残されている

が、山形県を中心として宮城県や秋田県の肥育農家で利用が広がりつつある。

問い合わせ先： 山形県農業総合研究センター畜産試験場　家畜改良部

 TEL：0233-23-8811　　FAX：0233-23-8820
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バークシャー種における飼料用米の多給が発育と肉質に及ぼす影響

岩手県農業研究センター畜産研究所　佐々木康仁

有限会社龍泉洞黒豚ファーム　　　　高橋真二郎

１．背景

　近年の輸入穀類の高騰を受け、自給飼料である飼料用米の生産とその利用が注視

されている。本県でも飼料用米の作付面積が概ね増加傾向で推移しており、家畜へ

の飼料用米の多給技術の確立が求められている。また、今後、飼料用米の安定供給

が可能となることを想定して、その飼料への配合割合の上限を調査し、併せて、優

れた官能特性を有するブランド化豚肉を生産する技術が必要である。

２．試験内容及び結果

　平成 25 年度、㈲龍泉洞黒豚ファームの協力を得て、バークシャー種肥育後期豚

（体重 75kg ～ 110kg)10 頭に飼料用米の玄米を破砕して重量比 55％に配合した飼料

を給与する試験を実施した。その結果、輸入トウモロコシとマイロを主体（重量比

55％ ) とした慣行飼料を給与した豚 10 頭と比較して、発育、枝肉形質は同等、肉質

ではロース肉脂肪含量の増加、皮下脂肪内層のオレイン酸割合の増加とリノール酸

割合の有意な低下が確認された。また、当所職員 21 名で実施した豚のロース肉の官

能評価では、慣行飼料を給与したロース肉よりも好評価であった。

３．考察

　試験では、飼料用米割合 55％に配合した飼料を給与したバークシャー種において、

その肉質の変化が生じ、官能評価に影響したものと推察された。

　ロース肉の脂肪含量の増加によりその食感を、皮下脂肪内層のオレイン酸の増加

とリノール酸の低下がその風味を改善したものと考えられた。

　課題として、美味しさの官能特性には複雑な要因が作用しているとの報告もあり、

今後とも官能特性要因の精査を行っていく。

問い合わせ先： 岩手県農業研究センター畜産研究所家畜育種研究室

 TEL：019-688-4328　　FAX：019-688-4327
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飼料用米給与による鶏肉・鶏卵への影響

（地独）青森県産業技術センター畜産研究所　小原　孝博

１．肉用鶏への飼料米給与

　モミ米を 50％および 60％混合し、蛋白質やエネルギーを調整した飼料を青森シャ

モロックに給与した結果、発育に影響は見られなかった。

　解体成績では、モミ米の給与により筋胃重量が有意に増加した。

　肉質成績では、胸肉、もも肉および腹腔内脂肪色の b* 値（黄色味）が有意に低下した。

これは、飼料中トウモロコシ含量の低下によるものと考えられた。

　また、ヒトの必須脂肪酸で血中中性脂肪の低下や血栓生成防止の働きがあるとさ

れる n-3 系脂肪酸の胸肉中含量が高まり、n-6/n-3 比が低下（改善）する傾向にあった。

　これは、n-3 系脂肪酸であるα -リノレン酸を多く含む植物性油粕であるなたね粕

が成分調製用配合飼料中に多く配合されていたためと考えられた。

２．採卵鶏への飼料米給与

　モミ米を 40％および 50％混合し、蛋白質やエネルギーを調整した飼料を岡崎アロ

ウカナに 19 週齢から 64 週齢まで給与した結果、体重や産卵性などに影響は見られ

なかった。

　モミ米給与区では、ヨークカラーファン（ＹＣＦ）が有意に低下し、卵黄色の L＊

a＊b＊値表色系色度においても、L＊値（明度）が増加し、a＊値（赤色度）及び b＊値

（黄色度）が低下した。このことは、色素を含む飼料原料であるトウモロコシの減少

によると考えられた。

　また、卵黄中の多価不飽和脂肪酸含有量のうち、ドコサヘキサエン酸（n-3 系）お

よびリノール酸（n-6 系脂肪酸）が有意に減少し、卵黄中のビタミン Eのうちα -ト

コフェロールが有意に増加し、βおよびδ -トコフェロールについても増加した。

３．まとめ

　鶏に対する飼料米の給与は、発育や産卵性には影響を与えずに鶏肉や鶏卵中の成

分を変化させることが可能であり、差別化商品の開発への活用が期待できると考え

る。

問い合わせ先： （地独）青森県産業技術センター畜産研究所

 TEL：0175-64-2231　　FAX：0175-64-2230
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飼料用米配合率を高め鶏卵ブランド化

－「こめたま」に 68％飼料用米配合－

常盤村養鶏農業協同組合　三浦　佑哉

１．飼料用米の取り組み

　19 年、エサとなるトウモロコシの国際価格が高騰したことを受けて輸入飼料から

自給飼料への転換を考え、津軽地域で生産が盛んなコメに注目した。

　同年飼料用米（玄米）を使った鶏卵「玄米タマゴ」の生産を開始した。

　また、平成 26 年 3 月に「トキワ養鶏飼料用米協議会」（会員 133 名）を設立し、

会員等と耕畜連携を図っている。

２．取り組み内容

　⑴　飼料用米生産の体制等

　水田にトキワ養鶏の鶏ふん堆肥を活用することや農薬の利用制限について一定の

条件を設定している。もみ米の給与により、鶏の砂肝や腸が大きくなり餌の食い付

きがよくなるなどの利点がある。

　平成 26 年度の買取予定収量は前年度比６割増の約 6,000 ｔを見込んでいる。

　⑵　飼料用米で鶏卵ブランド化

　約 40 万羽すべてに飼料用米を与え、年間約 7,000 ｔの卵を生産している。

　飼料用米の配合率は 20 ～ 68％となっており、高配合率の鶏卵ほど黄身の色が白く

なることから、黄身の色が白くなる点を逆手に取り飼料用米 68％配合・平飼いの卵

を「こめたま」として売り出しており、各種マスコミから注目を集めている。

３．取り組みの成果

　「こめたま」の自給率は約 80％となっており、東日本大震災で輸入飼料の流通が一

時滞っても、ほとんど影響を受けなかった。また、青森県内で生産された飼料用米

を使用することで、青森県産品の価値を高め消費者の安心・安全につながっている。

４．今後の課題等

　現時点で飼養羽数を増加する予定がないことから、これ以上の買取は困難である。

また、検査・保管（倉庫）場所の確保および検査場所から各保管場所への運送コス

ト増が当面の課題である。

問い合わせ先： 常盤村養鶏農業協同組合

 TEL：0172-65-3355　　FAX：0172-65-3589
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